
SharePoint パスワード変更でサトコレクションの管理者の介入なしで、AD ユーザーまたはローカル

NT ユーザーは自分のパスワードを変更を可能になります。同時に、パスワード変更 web パーツはパス

ワード有効期限切れ前に通知メールを送信して、パスワードを変更したら確認メールも送信します。そ

して管理者にパスワード変更に関するログフゔルを提供します。 

パスワード変更 Web パーツとパスワード有効期限切れ通知 Web パーツを追加するには、どうすればい

いのですか？ 

サトコレクションの機能ページに SharePoint パスワード変更を有効化にしてから、追加ボタンはユ

ーザーのようこそメニューに表示し使用可能になります。 

 

しかし、サトコレクションにの任意サトにパスワード変更 Web パーツとパスワード有効期限切れ通

知 Web パーツを追加できます。 

この web パーツを追加したいページへ移動してページ先頭にあるサトの操作をクリックして、パージ

の作成をクリックしこのサトを編集します。任意の SharePoint ゾーンにの新しい web パーツの追加

をクリックします。 

以下のWeb ダゕログ ボックスにパスワード変更Web パーツとパスワード有効期限切れ通知Web パ

ーツを選択して「追加」をクリックします。 



 

パスワード変更をどうやって構成しますか？ 

パスワード変更 Web パーツ 

SharePoint パスワード変更は設定ページを提供します。設定ページは SharePoint サトの設定ページ

に見つかります。サトの操作メニューを開き、サトの設定部分にすべてのサト設定の変更をクリ

ックします。パスワード変更はサト コレクションの管理のボタンにあります。 



 

そしてパスワード変更 Web パーツを使用して「サトの設定」ページにゕクセスします。単に web パ

ーツの設定セクションに提供したリンクをクリックしていいのです。 



 

この設定ページは四部分に分れています。それぞれはパスワード有効期限切れ通知、パスワード変更に

ついてメールで確認、パスワード変更のロゴの有効化、カスタム SMTP サーバーの設定です。各の設定

は左の対応するチェックボックスをチェックして機能は有効化します。有効化すると、このセクション

は編集可能です。 

最初のセクションを使って管理者はユーザーにパスワード有効期限切れ通知メールを送信しますかどう

か決めます。 



 

最初の三つのチェックボックスで、管理者は有効期限切れ前に通知メールをいつから、どの頻度にユー

ザーに送信しますを構成できます。機能を有効化すると最初のボックスに入力した数値は 0 より大きい

でなければなりません。他の二つのチェックボックスは省略可能です。通知メールを二回目送信する場

合には二つ目ボックスをチェックします。三つ目のチェックボックスをチェックすると、通知メールは

毎日(最初から有効期限切れまで)送信されます。 

二つ目のセクションで管理者はあるユーザーを通知ポリシーから除外します。例えば、あるユーザーは

長期オフランまたは休暇中の状態、管理者はパスワード有効期限切れ通知メールを送信しませんとい

うオプションを選択できます。 

更に、ユーザーはパスワード有効期限切れ通知メールの主題及びに本文をカスタマズできます。メー

ルの本文は複数行テキストをサポートします。そして HTML 形式で送信することも可能です。「式の挿

入」チェックボックスはユーザー名、パスワード有効期限切れ日時、有効期限切れるまでの日数をそれ

ぞれ対応する条件式の挿入を許可します。 



最後のセクションはユーザーに通知メール送信するときに管理者も通知されますかどうか指定を管理者

に許可です。管理者は CC または BCC としての受信者を選べます。 

「パスワード変更についてメールで確認」セクションで管理者はパスワード変更された後でユーザーに

確認のためのメールを送信しますかどうか指定します。 

 

パスワード有効期限切れ通知セクションに、管理者はあるユーザーを通知メールの受信から除外します

のように、管理者もメールの本文をカスタマズでき、ユーザーがパスワード変更したら自分も通知さ

れるかどうか指定できます。  

パスワード変更ロゴはパスワードロゴ オプションを管理者に提供します。 



 

パスワード変更のロゴスケジュールオプションは新しいロゴフゔルの作成頻度を指定できます。毎月、

または管理者より指定した数日後に作成するをセットします。ロゴの削除は特定した日数後にロゴを削

除するオプションをユーザーに提供します。  

ロゴの表示ボタンをクリックすると、ロゴフゔルの選択または表示を許可する新しいウンドーを開

かれます。ロゴフゔルの削除も可能です。 

 

ロゴフゔルは.log フゔルとして保存されますために, メモ帳に編集されできます。 



 

最後のセクションにより SMTP サーバー設定のカスタマズが可能です。SharePoint の全体管理に

SMTP サーバー設定がすでに構成された場合には、ここで繰り返して構成は必要がありません。ですか

ら、管理者は発信メールのカスタマズ設定を指定する場合には、これらの設定(SharePoint の全体管

理に構成された)を変更だけで結構です。 

 

ドメン名または IP ゕドレスも、ポートも、表示名も、差出人ゕドレスも、返信先ゕドレスもカスタマ

ズされできます。管理者は既定の Windows ロゴン資格情報を使用できますか、カスタマズ情報

を使用できます。この設定は SSL 接続の有効化もできます。 

管理者は SharePoint パスワード変更 web パーツもカスタマズできます。 



 

ユーザーはドメンとゕカウントを指定がユーザーに許可するかどうか、ここで指定します。そしてパ

スワードポリシーに関する詳細情報を表示します。同時に、パスワードポリシーの表示位置も指定でき

ます。このパスワードポリシーはただ既定のドメンセキュリテゖの設定の説明です。パスワードパリ

シーを変更するには、既定のドメン セキュリテゖの設定に変更します。 

パスワードの有効期限を警告 web パーツ 

パスワードの有効期限を警告webパーツはユーザーのパスワードの有効期限切れ前にユーザーに警告し

ます。警告メッセージは web ページに表示されます。パスワードを変更 web サトへのリンクも提供

します 

この web パーツを変更するには、「編集」メニューをクリックして共有 web パーツの変更を選択しま

す。 



 

SharePoint パスワードの有効期限警告 web パーツにより、管理者が有効期限前の日数を指定でき、パ

スワード変更のを入力できるようにします。有効期限前の日数を指定しますと、警告メッセージはその

日に表示されます。  

「パスワード変更の URL」はパスワードを変更できる web ページにユーザーにリダレクトします。「こ

こをクリックして、パスワードを変更します」というリンクをクリックしますと、 パスワードの変更ペ

ージに移動できます。そのページにユーザーがパスワードを直接変更します。 

 

OK をクリックしてこの設定ページ を終了します。 

このページにロゴオンして、警告メッセージとリンクがこのページに表示されます。このリンクをクリ

ックして、パスワードを変更ページを開きます。 

 

SharePoint パスワード変更パーツによって、パスワードを変更するには、どうすればいいのですか 



ようこそメニューにある「パスワードの変更」をクリックしてパスワードを変更ページを開きます。ま

たは、「ページの編集」をクリックしてパスワード変更 web パーツを追加します。 

 

ユーザーは現在のパスワード及びに新しいパスワード、新しいパスワードの再入力を入力します。 

 

パスワード変更 web パーツの設定を基づいて、ユーザーはドメン名とゕカウントを入力することが必

要です。パスワード変更 web パーツだけにこれらのオプションが使用可能です。そして独自のパスワー

ドを変更するのは現在のユーザーのパスワードを変更できます。 

 

パスワードが変更された後で、ユーザーに通知メールを送信してユーザーは新しいパスワードでロゴ

ンしますよう提示します。 



 


